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国
内
自
動
車
業
界
の
要
請
も

発
を
受
け
た
。
現
時
点
で

判
明
し
て
い
る
収
賄
額
は

３
億
８
６
０
０
万
レ
ア
ル

で
、
４
億
レ
ア
ル
を
超
え
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
に
判
決
が
下
っ

た
裁
判
は
３
件
で
、
そ
こ
で

受
け
た
実
刑
判
決
の
年
数
は

合
計
７
２
年
（
最
長
の
件
で

４
５
年
）
と
な
っ
て
い
る
。

専
門
家
の
見
方
に
よ
る
と
、

１
６
件
全
て
の
裁
判
で
有
罪

判
決
を
受
け
れ
ば
、
実
刑
判

決
の
合
計
は
３
０
０
年
は
下

ら
な
い
と
い
う
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
１
４
年

４
月
ま
で
州
知
事
を
つ
と
め

た
カ
ブ
ラ
ル
氏
だ
が
、
時
期

的
に
、
Ｗ
杯
や
リ
オ
五
輪
に

関
し
た
都
市
化
計
画
に
伴
う

事
業
で
の
収
賄
が
目
立
つ
。

　

収
賄
額
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
、
バ
ス
会
社
か
ら
な
る

リ
オ
州
乗
客
輸
送
会
社
連
盟

（
フ
ェ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ル
）

に
よ
る
１
億
２
２
８
０
万
レ

ア
ル
の
収
賄
だ
。

　

連
邦
政
府
は
１
６
日
、
今
年
末
で
期
限
が
切
れ
る
国
内
自
動
車
産
業
活
性
化
計

画
、
Ｉ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｒ
―
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
（
Ｉ
計
画
）
に
代
わ
り
、
来
年
か
ら
導
入
さ
れ

る
予
定
だ
っ
た
Ｒ
ｏ
ｔ
ａ
２
０
３
０
（
Ｒ
計
画
）
の
実
施
を
、
南
米
共
同
市
場
（
メ

ル
コ
ス
ー
ル
）
と
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
の
間
で
進
行
し
て
い
る
通
商
交
渉
の
締

結
ま
で
先
送
り
す
る
意
向
を
示
し
た
と
、
１
７
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

Ｐ
Ｉ
減
額
の
た
め
の
諸
条
件

を
満
た
す
事
が
出
来
ず
、
伯

国
内
で
の
自
動
車
販
売
に
お

い
て
、
伯
国
企
業
と
の
競
争

で
不
利
益
を
う
け
る
た
め
、

Ｅ
Ｕ
と
の
新
た
な
火
種
と
な

り
か
ね
な
い
。

　

伯
国
政
府
が
懸
念
す
る
の

も
こ
の
点
で
、
Ｒ
計
画
は
Ｉ

計
画
の
焼
き
直
し
と
解
釈
さ

れ
れ
ば
、
メ
ル
コ
ス
ー
ル
と

Ｅ
Ｕ
の
通
商
交
渉
を
阻
害
す

る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
と

み
る
関
係
者
も
い
る
。

　

ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統

領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ
Ｄ

Ｂ
）
は
、
１
７
年
に
わ
た
る

メ
ル
コ
ス
ー
ル
／
Ｅ
Ｕ
間
の

通
商
交
渉
を
早
期
に
終
わ
ら

せ
、
自
政
権
で
の
自
由
貿
易

協
定
締
結
を
望
ん
で
い
る
。

こ
の
た
め
、
障
害
と
な
り
か

ね
な
い
Ｒ
計
画
の
導
入
は
、

協
定
締
結
後
に
先
送
り
し
た

い
の
が
本
音
だ
。

　

だ
が
、
国
内
自
動
車
業
界

は
、
Ｉ
計
画
の
期
限
が
切
れ

る
今
年
末
ま
で
に
Ｒ
計
画

を
制
定
す
る
事
を
望
ん
で
い

る
。
業
界
は
Ｉ
計
画
で
行

　

本
頁
で
も
報
じ
た
元
リ
オ

州
知
事
の
セ
ル
ジ
オ
・
カ
ブ

ラ
ル
被
告
は
、
こ
の
１
年
で

最
も
報
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多

か
っ
た
政
治
家
の
一
人
だ
。

ル
ー
ラ
政
権
末
期
の
好
景
気

は
、
伯
国
に
お
け
る
日
本
の

バ
ブ
ル
経
済
時
代
に
喩
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
今

わ
れ
て
い
た
、
政
府
に
よ

る
１
５
億
レ
に
及
ぶ
調
査
研

究
費
補
助
継
続
も
求
め
て
お

り
、Ｉ
Ｐ
Ｉ
減
額
を
条
件
に
、

企
業
に
調
査
費
を
負
担
さ
せ

る
案
に
反
発
し
て
い
る
。

　

自
動
車
業
界
の
代
表
者
た

ち
は
、
１
４
日
に
テ
メ
ル
大

統
領
、
メ
イ
レ
レ
ス
財
相
、

マ
ル
コ
ス
・
ペ
レ
イ
ラ
開
発

商
工
貿
易
相
と
会
合
を
持
っ

た
。
だ
が
、
Ｒ
計
画
の
実
施

を
求
め
る
業
者
側
と
、
来
年

か
ら
の
実
施
を
確
約
は
出
来

な
い
と
す
る
政
府
側
の
隔
た

り
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

ア
ン
ト
ニ
オ
・
メ
ガ
ー
レ

全
国
自
動
車
工
業
会
（
Ａ

ｎ
ｆ
ａ
ｖ
ｅ
ａ
）
会
長
は
、

「
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
は
Ｐ
Ｋ

を
蹴
る
た
め
の
位
置
に
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
。
後
は
大
統

Ｅ
Ｕ
と
の
交
渉
に
配
慮
？

　

マ
ラ
カ
ナ
ン
・
ス
タ
ジ
ア

ム
改
修
や
フ
ァ
ヴ
ェ
ー
ラ
改

善
の
た
め
の
経
済
活
性
化
計

画
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
）、
高
速
道
路

建
設
、
地
下
鉄
４
号
線
計
画

な
ど
で
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
企
業

か
ら
契
約
金
の
５
％
の
手
数

料
を
賄
賂
と
し
て
受
け
取
っ

て
い
た
。
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
で
判
明
し
た
、
ペ
ト

ロ
ブ
ラ
ス
絡
み
事
業
契
約
で

の
各
政
党
が
受
け
取
っ
た
１

〜
３
％
と
比
較
し
て
も
高
い

手
数
料
だ
。

容
疑
な
ど
で
逮
捕
さ
れ
た
。

そ
の
時
の
容
疑
は
１
４
年
の

Ｗ
杯
の
た
め
の
マ
ラ
カ
ナ

ン
・
ス
タ
ジ
ア
ム
改
修
工
事

な
ど
に
絡
む
も
の
で
、
そ
の

後
も
、
リ
オ
州
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
（
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｒ

ｊ
）
建
設
事
業
絡
み
の
収
賄

な
ど
、
数
々
の
疑
惑
が
噴
出

し
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
１
年
間
で
、

カ
ブ
ラ
ル
氏
は
１
６
件
で
告

　

１
７
日
で
、
リ
オ
州
元
知

事
の
セ
ル
ジ
オ
・
カ
ブ
ラ
ル

被
告
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
が
逮
捕
さ
れ
て
丸
１

年
が
経
過
し
た
。
伯
国
政
治

家
史
上
、
最
大
級
の
汚
職
犯

罪
を
起
こ
し
た
と
目
さ
れ
る

同
氏
の
罪
状
を
１
７
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
記
事
に
基

づ
い
て
振
り
返
る
。

　

カ
ブ
ラ
ル
被
告
は

２
０
１
６
年
１
１
月
１
７

日
に
行
わ
れ
た
、
ラ
ヴ
ァ
・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
第
３
７
弾
の

カ
ル
カ
ッ
タ
作
戦
で
、
収
賄

逮
捕
か
ら
１
年
、約
４
億
レ
収
賄

１
０
年
間
で
死
者
２
５
％
増
加

Ｗ
杯
と
五
輪
工
事
を
悪
用

　

ま
た
、
リ
オ
を
代
表
し
た

か
つ
て
の
大
富
豪
エ
イ
ケ
・

バ
チ
ス
タ
氏
と
の
資
金
洗
浄

計
画
で
は
５
５
０
０
万
レ
ア

ル
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

同
氏
へ
の
賄
賂
は

３
億
１
８
５
０
万
レ
ア
ル
が

国
外
の
隠
し
口
座
に
送
ら
れ

た
他
、
１
１
０
０
万
レ
ア
ル

が
宝
石
、
９
７
０
万
レ
が
選

挙
資
金
、
６
３
０
万
レ
が
不

動
産
に
形
を
変
え
て
い
た
。

　

同
氏
の
妻
で
弁
護
士
の
ア

ド
リ
ア
ー
ナ
・
ア
ン
セ
ル
モ

氏
も
架
空
請
求
書
の
作
成
に

携
わ
っ
て
お
り
、
判
明
し
て

い
る
だ
け
で
８
３
０
万
レ
ア

ル
分
の
不
正
請
求
が
あ
る
。

　

同
州
で
の
汚
職
は
五
輪
組

織
委
員
会
や
同
州
会
計
検
査

院
な
ど
に
も
及
ん
で
お
り
、

１
４
日
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ

シ
ア
ニ
州
議
会
議
長
ら
、
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
州
議
３
人
が
逮
捕
さ

れ
る
事
態
も
起
き
て
い
る
。

際
的
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
保

護
貿
易
に
当
た
る
と
し
て
、

世
界
貿
易
機
構
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

に
訴
え
て
い
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

８
月
に
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
言
い
分

を
認
め
、
伯
国
に
制
裁
を
課

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
立
案
さ
れ

た
の
が
Ｒ
計
画
だ
。
同
計
画

で
は
、
国
産
車
と
輸
入
車
に

課
す
Ｉ
Ｐ
Ｉ
を
一
律
１
０
％

ポ
イ
ン
ト
上
げ
た
上
、
燃
費

や
安
全
性
の
高
さ
、
調
査
・

開
発
の
た
め
の
投
資
と
い
っ

た
基
準
を
満
た
し
た
企
業
に

は
、
最
大
１
０
年
間
、
Ｉ
Ｐ

Ｉ
減
額
を
認
め
る
予
定
だ
。

　

た
だ
そ
れ
で
は
、
伯
国
内

に
生
産
拠
点
や
研
究
施
設
を

持
た
な
い
国
外
企
業
は
、
Ｉ

カブラル被告
（Fabio Rodrigues Pozzebom/ Agência Brasil）

テメル大統領（Marcos Corrêa/PR）

「
財
相
が
反
対
す
る
」
と
暗
喩

領
が
シ
ュ
ー
ト
す
る
だ
け
」

と
し
て
、
Ｒ
計
画
の
早
期
実

施
を
迫
っ
た
が
、
テ
メ
ル
大

統
領
は
「
ま
だ
キ
ー
パ
ー
が

い
る
」
と
語
り
、
Ｒ
計
画
に

反
対
し
、
１
８
年
予
算
に
組

み
込
ん
で
い
な
い
財
相
の
存

在
を
暗
喩
し
た
と
い
う
。

と
な
っ
て
は
、
同
氏
の
存
在

は
、
資
金
洗
浄
で
共
犯
し
て

逮
捕
さ
れ
た
か
つ
て
の
世
界

長
者
番
付
上
位
の
大
富
豪
、

エ
イ
ケ
・
バ
チ
ス
タ
氏
と
共

に
、
あ
の
時
代
の
悪
い
象
徴

と
な
っ
て
い
る
観
も
否
め
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
に
判
明
し
た
分
だ
け
で

３
億
８
６
０
０
万
レ
ア
ル
の

収
賄
と
は
。
あ
の
ネ
イ
マ
ー

ル
が
サ
ッ
カ
ー
史
上
最
高
額

で
Ｐ
Ｓ
Ｇ
に
移
籍
し
た
際
の

金
額
が
、
３
億
７
７
０
０
万

レ
ア
ル
。
そ
の
栄
華
の
大
き

さ
は
、
こ
の
例
か
ら
も
明
ら

か
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

ベ
ベ
ッ
ト
に
ロ
マ
ー
リ
オ

と
言
え
ば
、
９
４
年
の
サ
ッ

カ
ー
Ｗ
杯
優
勝
の
際
の
Ｗ
ア

タ
ッ
カ
ー
だ
が
、
こ
の
２
人

が
今
度
は
リ
オ
政
界
で
タ
ッ

グ
を
組
む
の
で
は
、
と
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。そ
れ
は
、

ベ
ベ
ッ
ト
が
ロ
マ
ー
リ
オ
の

所
属
す
る
新
党
ポ
デ
ー
モ
ス

に
移
籍
す
る
た
め
だ
。
上
院

議
員
ま
で
上
り
つ
め
た
ロ

マ
ー
リ
オ
は
、
来
年
の
選
挙

で
リ
オ
州
知
事
へ
の
出
馬
が

有
力
視
さ
れ
て
い
て
、
州
議

員
２
期
目
の
ベ
ベ
ッ
ト
に
は

上
院
選
出
馬
の
噂
が
。
政
界

で
も
何
か
組
む
こ
と
が
あ
れ

ば
、
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
史
で

も
異
例
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

明
日
か
ら
３
連
休
の
聖
市

だ
が
、
来
年
２
０
１
８
年
の

聖
市
は
最
大
の
連
休
年
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
国
、
も
し
く
は
市
の
祝

日
が
月
曜
、
も
し
く
は
金
曜

に
あ
た
る
た
め
に
３
連
休
と

な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
５
回
も

あ
る
た
め
だ
。
と
り
わ
け
、

９
月
以
降
は
３
カ
月
連
続
で

そ
れ
が
起
こ
る
。
今
の
う
ち

に
貯
金
し
て
お
い
て
、
こ
れ

ら
の
３
連
休
を
フ
ル
活
用
す

る
の
も
一
つ
の
手
だ
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ

ス
ボ
ン
で
１
５
日
未
明
、
現
地
在
住
１
７
年
の
伯
人

女
性
イ
ヴ
ァ
ニ
セ
・
カ
ル

ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ダ
・
コ
ス
タ

さ
ん
（
３
６
）
が
地
元
警
察

に
撃
た
れ
て
死
亡
し
た
と
、

１
６
、１
７
日
付
伯
字
紙
各

紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

リ
ス
ボ
ン
都
市
圏
ア
ル
マ

ダ
市
で
発
生
し
た
現
金
自
動

引
き
落
と
し
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

強
盗
犯
を
追
跡
し
て
い
た
警

察
は
、
容
疑
者
の
車
と
、
イ

ヴ
ァ
ニ
セ
さ
ん
を
乗
せ
、
彼

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
運
転
し

て
い
た
車
と
を
混
同
し
、
射

撃
。
車
は
少
な
く
と
も
２
０

発
被
弾
し
、
イ
ヴ
ァ
ニ
セ
さ

ん
自
身
も
首
筋
に
弾
を
受
け

た
。
イ
ヴ
ァ
ニ
セ
さ
ん
は
す

ぐ
に
病
院
に
運
ば
れ
た
が
、

そ
の
途
上
で
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
。

　

２
人
が
乗
っ
て
い
た
車

は
、
警
官
に
よ
る
停
車
命
令

に
従
わ
ず
、
警
官
を
轢
こ
う

と
し
た
た
め
、
銃
を
使
用
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
、
地

元
警
察
は
発
表
し
て
い
る
。

　

運
転
手
は
、
携
帯
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
運
転
免
許

や
自
動
車
保
険
の
証
書
を
計

携
行
し
て
お
ら
ず
、
路
上
で

多
く
の
警
察
車
両
を
見
て
驚

い
た
よ
う
だ
。
運
転
手
は
、

慌
て
て
バ
ッ
ク
ギ
ヤ
を
入
れ

壁
に
衝
突
し
た
後
、
警
察
の

方
向
へ
走
り
出
し
、
発
砲
を

招
い
た
上
、
免
許
不
携
帯
な

ど
で
逮
捕
さ
れ
た
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
市
民

が
警
察
の
手
に
か
か
っ
て
死

亡
す
る
事
件
は
非
常
に
少
な

い
。
１
３
〜
１
５
年
の
発
生

件
数
は
ゼ
ロ
で
、
イ
ヴ
ァ
ニ

セ
さ
ん
は
今
年
初
の
警
官
に

よ
る
死
亡
事
件
の
犠
牲
者
と

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

事
件
は
同
国
で
大
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。

　

地
元
検
察
は
即
座
に
調
査

を
開
始
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

カ
ブ
リ
タ
内
務
相
も
、
事
件

を
「
不
幸
な
出
来
事
」
と
呼

び
、「
全
て
は
調
査
に
よ
り

解
明
さ
れ
る
」
と
し
た
。

　

伯
国
地
理
統
計
院
（
Ｉ

Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
１
４
日
、

２
０
１
６
年
の
死
者
数
は

１
２
７
万
８
９
８
人
で
、

２
０
０
６
年
の
１
０
１
万
９

３
９
３
人
と
比
べ
る
と

２
４
・
７
％
増
え
た
と
発
表

し
た
と
１
４
、１
５
日
付
伯

字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
に
よ
る
と
、

１
９
７
６
年
は
死
者
全
体
の

２
７
・
８
％
を
占
め
て
い
た

１
歳
未
満
の
子
供
の
死
者

と
、
３
４
・
７
％
に
及
ん
だ

５
歳
未
満
の
子
供
の
死
者

は
、
２
０
１
６
年
に
は
２
・

４
％
と
２
・
９
％
に
減
っ
た
。

こ
れ
は
、
医
療
の
進
歩
や
予

防
接
種
の
拡
大
、
衛
生
状
態

改
善
な
ど
の
実
と
い
え
る
。

　

他
方
、
１
９
７
６
年
は

全
体
の
２
９
・
１
％
の
み

だ
っ
た
６
５
歳
以
上
の
死
者

の
数
は
、
２
０
０
６
年
以

降
は
５
０
％
を
下
ら
な
く

な
っ
た
。
２
０
１
６
年
は

５
８
・
５
％
に
及
び
、
伯
国

で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

事
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

男
性
と
女
性
の
死
亡
率
を

比
べ
る
と
、
男
性
の
死
亡
率

は
常
に
女
性
よ
り
高
い
。
特

に
差
が
出
る
の
は
若
い
人
達

で
、
殺
人
や
交
通
事
故
、
水

死
、
転
落
死
と
い
っ
た
外
的

要
因
に
よ
る
死
に
限
定
す

る
と
、
２
０
歳
の
男
性
が

２
５
歳
に
な
る
前
に
死
ぬ
可

能
性
は
、
２
０
歳
の
女
性

の
そ
れ
よ
り
も
１
１
倍
も

高
い
。
１
９
７
６
年
の
割
合

は
４
・
６
倍
だ
っ
た
か
ら
、

こ
の
数
値
は
４
０
年
間
で

１
４
１
・
３
％
も
上
昇
し
て

い
る
。

　

自
然
死
の
場
合
、
２
０
歳

の
男
性
が
２
５
歳
に
な
る

前
に
亡
く
な
る
可
能
性
は
、

２
０
歳
の
女
性
の
そ
れ
の

２
・２
倍
だ
と
い
う
。

　

若
い
男
性
が
外
的
要
因
で

死
ぬ
可
能
性
が
同
年
代
の
女

性
よ
り
極
端
に
高
い
の
は
、

１
５
〜
３
９
歳
で
亡
く
な
っ

た
男
性
の
数
が
こ
の
４
０
年

間
で
急
増
し
た
事
を
反
映
し

て
い
る
。

　

こ
の
１
０
年
間
だ
け
見
る

と
、
こ
の
年
代
の
男
性
の
死

者
は
、
聖
州
の
３
６
・
５
％

を
は
じ
め
、
リ
オ
州
、
エ
ス

ピ
リ
ト
サ
ン
ト
州
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
州
で
大
幅
に
減

少
し
た
。
だ
が
、
北
東
部

と
北
部
で
は
、
バ
イ
ア
州
の

１
７
１
・
３
％
増
な
ど
、
軒

並
み
、
増
加
し
て
い
る
。

　

南
東
部
や
南
部
で
の
若
い

男
性
の
死
者
減
少
は
雇
用
や

社
会
格
差
の
改
善
を
反
映
し

て
い
る
が
、
失
業
率
が
よ
り

高
く
、
社
会
格
差
も
大
き
な

地
域
で
は
、
殺
人
な
ど
が
増

え
る
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
、

北
東
部
の
場
合
は
、
生
活
の

質
が
改
善
し
て
い
る
の
に
外

的
要
因
に
よ
る
死
者
が
増
え

て
お
り
、
麻
薬
使
用
者
の
増

加
で
、
密
売
組
織
の
抗
争
や

取
立
て
な
ど
に
伴
う
殺
人
事

件
が
増
え
て
い
る
事
も
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

９
月
に
聖
市
サ
ン
ミ
ゲ

ル
・
パ
ウ
リ
ス
タ
で
起
き
た

幼
女
２
人
の
殺
害
事
件
に
関

し
、
犠
牲
者
の
叔
父
が
殺
害

に
関
与
し
た
疑
い
で
逮
捕
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
１
６
日
に

判
明
し
た
。
１
７
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ベ
ア
ト
リ
ス
・
モ
レ
イ

ラ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス
ち
ゃ

ん
と
ア
ド
リ
エ
リ
・
メ
ル
・

セ
ヴ
ェ
ー
ロ
・
ポ
ル
ト
ち
ゃ

ん
（
共
に
３
歳
）
は
９
月

２
４
日
に
行
方
不
明
と
な

り
、
１
０
月
１
２
日
に
、
近

所
に
放
置
さ
れ
て
い
た
車
の

中
か
ら
腐
乱
死
体
と
な
っ
て

見
つ
か
っ
た
。

　

こ
の
件
で
は
１
０
月
２
０

日
に
容
疑
者
２
人
が
逮
捕
さ

れ
て
い
た
が
、
１
０
月
３
１

日
に
は
ベ
ア
ト
リ
ス
ち
ゃ
ん

の
叔
父
の
チ
ア
ゴ
・
エ
ン
リ

ケ
・
オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
・
サ
ン

ト
ス
容
疑
者
（
２
７
）
も
逮

捕
さ
れ
た
。

　

逮
捕
の
理
由
は
、
ベ
ア
ト

リ
ス
ち
ゃ
ん
が
着
て
い
た
服

に
付
着
し
て
い
た
精
液
が
同

容
疑
者
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
た
め
だ
。

　

サ
ン
ト
ス
容
疑
者
は
妻
や

息
子
、母
、ベ
ア
ト
リ
ス
ち
ゃ

ん
と
同
居
し
て
お
り
、
ベ
ア

ト
リ
ス
ち
ゃ
ん
の
衣
服
も
他

の
家
族
の
衣
服
と
共
に
洗
濯

す
る
習
慣
が
あ
っ
た
た
め
に

起
き
た
こ
と
だ
と
主
張
し
、

犯
行
を
否
認
し
て
い
る
と
い

う
。

　

ま
た
、
市
警
は
１
６
日
、

容
疑
者
の
一
人
で
、
唯
一
犯

行
を
自
供
し
た
マ
ル
セ
ロ
・

ペ
レ
イ
ラ
・
デ
・
ソ
ウ
ザ
容

疑
者
を
同
伴
し
、
殺
害
の
現

場
再
現
作
業
を
行
っ
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

11月17日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2584  R$
買　3.2571  R$

円相場
売　0.0291  R$
買　0.0291  R$

来年からの実施を先送りか
　

今
年
１
２
月
３
１
日
に
期

限
切
れ
と
な
る
Ｉ
計
画
は
、

国
産
車
と
輸
入
車
の
間
に
工

業
製
品
税
（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
の
税

率
に
差
を
付
け
た
り
、
国
内

製
造
車
で
も
国
産
部
品
を
一

定
の
割
合
以
上
使
用
し
な
け

れ
ば
Ｉ
Ｐ
Ｉ
の
税
率
を
引
き

上
げ
た
り
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
や
日
本
は
同
計
画
導

入
直
後
か
ら
、
こ
の
政
策
は

国
内
産
業
保
護
政
策
で
、
国

警
察
が
伯
人
女
性
を
射
殺

Ａ
Ｔ
Ｍ
強
盗
犯
の
車
と
誤
認
さ
れ

医
療
の
発
達
や
高
齢
化
を
反
映

ＲＯＴＡ
２０３０

リオ州汚職

カ
ブ
ラ
ル
元
知
事
実
刑
３
０
０
年
？

（２）２０１７年 第４８８２号 １１月 １８日 （土曜日）

ポルトガル

犠
牲
者
の
叔
父
に
殺
人
容
疑

服
に
付
着
の
精
液
一
致
で

聖市２幼女殺害事件



　

偏へ
ん

向こ
う

マ
ス
コ
ミ
が
「
報ほ

う

道ど
う

し
な
い
自じ

由ゆ
う

」
を
発は

っ

揮き

し
、
野や

党と
う

も
決け

っ

し
て
言げ

ん

及き
ゅ
うし
な
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

、
失し

つ

業
ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

の
顕け

ん

著ち
ょ

な
減げ

ん

少し
ょ
うで
あ
る
。

　

総そ
う

務む

省し
ょ
うの
「
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

調ち
ょ
う

査さ

」［
２
］
に
よ
れ
ば
、
こ
の
７

月が
つ

の
完か

ん

全ぜ
ん

失し
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

は
１
９
１
万ま

ん

人に
ん

、
２
．
８
％
だ
っ
た
。

通つ
う

常じ
ょ
う、
転て

ん

職し
ょ
く

中ち
ゅ
うの
人ひ

と

な
ど
も
含ふ

く

め
る
と
３
％
が
完か

ん

全ぜ
ん

雇こ

用よ
う

状じ
ょ
う

態た
い

と
言い

わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
さ
ら
に
下し

た

回ま
わ
っ
て
い
る
。
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

の
野の

田だ

内な
い

閣か
く

の
最さ

い

後ご

の
年と

し

、
平へ

い

成せ
い

２
４
（
２
０
１
２
）

年ね
ん

７
月が

つ

の
完か

ん

全ぜ
ん

失し
つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
２
８
５
万ま

ん

人に
ん

、４
．
３
％
だ
か
ら
、

安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

に
な
っ
て
か
ら
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

く
の
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
職

し
ょ
く

を
得え

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

は
何な

ん

の
た
め
に
行お

こ
な
う
の
か
。
そ
れ
は
一ひ

と

言こ
と

で
言い

え
ば
、『
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
減へ

ら
し
雇こ

用よ
う

を
確か

く

保ほ

す
る
』
た
め
で
あ

る
」
と
は
、
第だ

い

一い
ち

次じ

安あ

倍べ

内な
い

閣か
く

で
ブ
レ
ー
ン
を
務つ

と

め
た
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち

氏し

の
最さ

い

新し
ん

刊か
ん

『
日に

本ほ
ん

を
救す

く

う
最さ

い

強き
ょ
うの
経け

い

済ざ
い

論ろ
ん

』［
１
］
の

「
は
じ
め
に
」
の
、
そ
れ
も
冒ぼ

う

頭と
う

の
書か

き
出だ

し
で
あ
る
。
弊へ

い

誌し

も
９
３
０
号ご

う

『
大お

お

御み

宝た
か
らの
経け

い

済ざ
い

学が
く

』
で
、次つ

ぎ

の
よ
う
に
述の

べ
た
。

　
「
経け

い

済ざ
い

」
と
は
、も
と
も
と
「
経け

い

世せ
い

済ざ
い

民み
ん

」
の
略り

ゃ
くで
あ
り
、・・・　

経け
い

済ざ
い

指し

標ひ
ょ
うと
し
て
は
株か

ぶ

価か

や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
が
用も

ち

い
ら
れ
る
こ

と
が
多お

お

い
が
、「
世よ

を
経お

さ

め
、
民た

み

を
済す

く

う
」
と
い
う
目も

く

的て
き

か
ら

見み

れ
ば
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う、
倒と

う

産さ
ん

、
自じ

殺さ
つ

と
い
う
よ
う
な
指し

標ひ
ょ
うの
方ほ

う

が
、

国こ
く

民み
ん

の
幸こ

う

不ふ

幸こ
う

を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
高た

か

橋は
し

氏し

の
巻か

ん

頭と
う

か
ら
の
断だ

ん

言げ
ん

に
は
心し

ん

か

ら
賛さ

ん

同ど
う

し
た
。
氏し

が
安あ

倍べ

内な
い

閣か
く

の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
、
そ
の
結け

っ

果か

を
出だ

し
た
こ
と
に
敬け

い

意い

と
謝し

ゃ

意い

を
表あ

ら
わし
た
い
。

「
国く

に

良よ

し
、民た

み

良よ

し
、子し

孫そ
ん

良よ

し
」の

 

三さ
ん

方ぽ
う

良よ

し
経け

い

済ざ
い

２０１７年
ねん

９月
がつ

１７日
にち

版
ばん

　

し
か
し
、
な
ぜ
『
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
減へ

ら
し
雇こ

用よ
う

を
確か

く

保ほ

す
る
』

こ
と
が
一い

ち

番ば
ん

大た
い

切せ
つ

な
の
か
。
氏し

は
さ
す
が
に
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大だ

い

学が
く

の
客

き
ゃ
く

員い
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

員い
ん

と
し
て
、
世せ

界か
い

最さ
い

先せ
ん

端た
ん

の
経け

い

済ざ
い

理り

論ろ
ん

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
た
蓄ち

く

積せ
き

か
ら
、
そ
の
理り

由ゆ
う

を
体た

い

系け
い

的て
き

に
説と

い
て
い
る
。

　
「
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

が
高た

か

く
な
る
だ
け
で
、
社し

ゃ

会か
い

は
た
ち
ま
ち
不ふ

安あ
ん

定て
い

化か

す
る
」
と
、
氏し

は
こ
れ
ま
た
簡か

ん

潔け
つ

明め
い

瞭り
ょ
うに
説せ

つ

明め
い

す
る
。

　

ま
ず
は
自じ

殺さ
つ

者し
ゃ

の
増ぞ

う

加か

。「
経け

い

済ざ
い

的て
き

な
要よ

う

因い
ん

で
自じ

殺さ
つ

す
る
人ひ

と

の
数か

ず

と
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

に
は
か
な
り
強つ

よ

い
相そ

う

関か
ん

が
あ
る
」
と
氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。
ク
ビ
に
な
っ
た
り
、企き

業ぎ
ょ
うが
倒と

う

産さ
ん

し
て
、に
っ
ち
も
さ
っ

ち
も
行い

か
な
く
な
っ
て
、
自じ

殺さ
つ

す
る
人ひ

と

が
出で

る
、
と
い
う
の
は
、

常じ
ょ
う

識し
き

的て
き

に
理り

解か
い

で
き
る
。

　

年ね
ん

間か
ん

自じ

殺さ
つ

者し
ゃ

数す
う

は
平へ

い

成せ
い

１
０
（
１
９
９
８
）
年ね

ん

に
、
そ
れ

ま
で
の
２
万ま

ん

人に
ん

台だ
い

前ぜ
ん

半は
ん

か
ら
一い

っ

気き

に
３
万ま

ん

人に
ん

を
突と

っ

破ぱ

し
、
以い

降こ
う

、
１
５
年ね

ん

間か
ん

も
３
万ま

ん

人に
ん

台だ
い

が
続つ

づ

い
た
。
バ
ブ
ル
崩ほ

う

壊か
い

後ご

の

不ふ

良り
ょ
う

債さ
い

権け
ん

増ぞ
う

加か

や
株か

ぶ

価か

低て
い

迷め
い

の
あ
お
り
で
大お

お

手て

金き
ん

融ゆ
う

機き

関か
ん

が

経け
い

営え
い

危き

機き

に
陥お

ち
い
り
、
貸か

し

し
渋ぶ

り
に
よ
っ
て
企き

業ぎ
ょ
う

倒と
う

産さ
ん

が
急

き
ゅ
う

増ぞ
う

し
て
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

も
４
～
５
％
台だ

い

が
続つ

づ

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
昨さ

く

年ね
ん

は
２
万ま

ん

１
千せ

ん

人に
ん

台だ
い

。
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

数す
う

が
１
０
０
万ま

ん

人に
ん

近ち
か

く
も
減へ

っ
て
、
自じ

殺さ
つ

者し
ゃ

も
１
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

減へ

っ
た
、
と
い

う
実じ

っ

態た
い

で
あ
る
［
３
］。
自じ

殺さ
つ

者し
ゃ

が
１
５
年ね

ん

間か
ん

も
毎ま

い

年と
し

１
万ま

ん

人に
ん

ほ
ど
増ふ

え
て
い
た
、
と
す
る
と
、
合ご

う

計け
い

で
１
５
万ま

ん

人に
ん

。
広ひ

ろ

島し
ま

の
原げ

ん

爆ば
く

に
よ
る
死し

者し
ゃ

と
同お

な

じ
規き

模ぼ

で
は
な
い
か
。
誤

あ
や
ま
っ
た
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

が
原げ

ん

爆ば
く

級き
ゅ
うの
被ひ

害が
い

を
国こ

く

民み
ん

生せ
い

活か
つ

に
与あ

た

え
た
の
で
あ
る
。

　

第だ
い

二に

に
犯は

ん

罪ざ
い

の
増ぞ

う

加か

。
失し

つ

業ぎ
ょ
うで
生せ

い

活か
つ

に
行ゆ

き
詰づ

ま
っ
て
犯は

ん

罪ざ
い

に
走は

し

る
。
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
無む

論ろ
ん

の
こ
と
、
加か

害が
い

者し
ゃ

も
捕つ

か

ま
っ
て
刑け

い

務む

所し
ょ

に
送お

く

ら
れ
、
前ぜ

ん

科か

者も
の

と
し
て
の
余よ

生せ
い

を
送お

く

ら
な
け
れ
ば
な

３
．
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
下さ

げ
る
方ほ

う

法ほ
う

ら
な
く
な
る
。
仕し

事ご
と

さ
え
あ
れ
ば
、
被ひ

害が
い

者し
ゃ

も
加か

害が
い

者し
ゃ

も
生う

ま
れ
な
か
っ
た
の
に
、
失し

つ

業ぎ
ょ
うが
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
不ふ

幸こ
う

を
生う

み
出だ

す
。

　

第だ
い

三さ
ん

に
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

の
受じ

ゅ

給き
ゅ
う

者し
ゃ

が
増ふ

え
る
。
損そ

ん

失し
つ

は
生せ

い

活か
つ

保ほ

護ご

の
コ
ス
ト
だ
け
で
は
な
い
。
働は

た
ら
け
る
の
に
仕し

事ご
と

が
な
い
た
め

に
国く

に

の
厄や

っ

介か
い

に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
事こ

と

は
、
本ほ

ん

人に
ん

の
生い

き
が

い
や
誇ほ

こ

り
を
失う

し
な
わ
せ
、
社し

ゃ

会か
い

全ぜ
ん

体た
い

の
自じ

主し
ゅ

独ど
く

立り
つ

の
気き

風ふ
う

を
損そ

ん

じ
、
国こ

っ

家か

の
元げ

ん

気き

を
失う

し
なわ
せ
る
。

　
『
五ご

箇か

条じ
ょ
うの
ご
誓せ

い

文も
ん

』
と
同ど

う

時じ

に
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

が
国こ

く

民み
ん

に

向む

か
っ
て
出だ

さ
れ
た
「
国こ

く

威い

宣せ
ん

布ぷ

の
宸し

ん

翰か
ん

」
に
は
、「
天て

ん

下か

億お
く

兆ち
ょ
う

一ひ
と

人り

も
其そ

の

所し
ょ

を
得え

ざ
る
と
き
は
皆み

な

朕ち
ん

が
罪つ

み

な
れ
ば
（
天て

ん

下か

の
億お

く

兆ち
ょ
うの
民た

み

が
一ひ

と

人り

で
も
そ
の
所と

こ
ろ
を
得え

ら
れ
な
い
と
き
は
、

す
べ
て
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

の
罪つ

み

で
あ
る
）
と
述の

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
所と

こ
ろ
を
得え

る
」
と
は
、
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
国こ

く

民み
ん

が
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

の
中な

か

で
自じ

分ぶ
ん

に
適て

き

し
た
役や

く

割わ
り

を
果は

た
す
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
に
よ
っ

て
幸こ

う

福ふ
く

な
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

が
つ
く
ら
れ
、
各か

く

人じ
ん

の
生い

き
が
い
も
得え

ら
れ

る
。
失し

つ

業ぎ
ょ
うと
は
、
ま
さ
に
こ
の
理り

想そ
う

に
反か

え

し
た
状

じ
ょ
う

態た
い

で
あ
る
。

国こ
く

民み
ん

の
幸こ

う

福ふ
く

を
祈い

の

ら
れ
る
天て

ん

皇の
う

の
大お

お

御み

心こ
こ
ろを
実じ

つ

現げ
ん

す
る
事こ

と

が

日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
政せ

い

治じ

の
理り

想そ
う

で
あ
る
か
ら
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
減へ

ら
す
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
伝で

ん

統と
う

に
則

の
っ
と
っ
た
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

な
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
下さ

げ
る
事こ

と

が
で
き
る

の
か
。
高た

か

橋は
し

氏し

は
こ
れ
を
第だ

い

二に

次じ

大た
い

戦せ
ん

前ま
え

の
世せ

界か
い

大だ
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

か

ら
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

を
救す

く
っ
た
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

の
「
高た

か

橋は
し

財ざ
い

政せ
い

」
に
よ
っ
て

説せ
つ

明め
い

し
て
い
る
。

　

昭
し
ょ
う

和わ

６
（
１
９
３
１
）
年ね

ん

に
４
度ど

目め

の
大お

お

蔵く
ら

大だ
い

臣じ
ん

に
就

し
ゅ
う

任に
ん

し
た
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

は
、
翌よ

く

昭し
ょ
う

和わ

７
（
１
９
３
２
）
年ね

ん

１
１
月が

つ

に
、
政せ

い

府ふ

の
国こ

く

債さ
い

を
日に

ち

銀ぎ
ん

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

引ひ

き
受う

け
て
貨か

幣へ
い

を
供

き
ょ
う

給
き
ゅ
う

し
、
そ
れ
を
用も

ち

い
て
政せ

い

府ふ

が
低て

い

金き
ん

利り

と
財ざ

い

政せ
い

支し

出し
ゅ
つ

拡か
く

大だ
い

の
積せ

っ

極き
ょ
く

政せ
い

策さ
く

を
と
っ
た
。
こ
の
「
高た

か

橋は
し

財ざ
い

政せ
い

」
に
よ
り
日に

本ほ
ん

は
世せ

界か
い

に
先さ

き

駆が

け
て
恐

き
ょ
う

慌こ
う

か
ら
脱だ

っ

出し
ゅ
つし
た
。

　

１
９
２
９
年ね

ん

の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

を
１
０
０
と
す
る
と
、

１
９
３
３
年ね

ん

は
ア
メ
リ
カ
が
６
４
、
イ
ギ
リ
ス
８
８
、
フ
ラ
ン

ス
８
２
、
ド
イ
ツ
６
１
に
対た

い

し
て
、
日に

本ほ
ん

は
１
１
３
と
逆ぎ

ゃ
く
に

成せ
い

長ち
ょ
うし
て
い
る
。
１
９
３
３
年ね

ん

に
登と

う

場じ
ょ
うし
た
ア
メ
リ
カ
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
政せ

い

権け
ん

の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
政せ

い

策さ
く

は
有ゆ

う

名め
い

だ
が
、
実じ

っ

態た
い

は
１
９
３
４
年ね

ん

の
工こ

う

業ぎ
ょ
う

生せ
い

産さ
ん

は
６
６
、１
９
３
５
年ね

ん

で
も

１
．
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

の
目も

く

的て
き

は

　
　
「
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
減へ

ら
し

　
　

雇こ

用よ
う

を
確か

く

保ほ

す
る
」
こ
と

７
６
と
低て

い

迷め
い

を
続つ

づ

け
て
い
る
。［
４
］

　
財ざ

い

政せ
い

政せ
い

策さ
く

と
金き

ん

融ゆ
う

政せ
い

策さ
く

の
フ
ル
活か

つ

動ど
う

に
よ
っ
て
、
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

を
デ
フ
レ
か
ら
い
ち
早は

や

く
脱だ

っ

出し
ゅ
つさ
せ
た
と
い
う
点て

ん

で
、
世せ

界か
い

的て
き

な
経け

い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ
ー
ド
・
ケ
イ
ン
ズ
よ
り
大だ

い

恐き
ょ
う

慌こ
う

脱だ
っ

出し
ゅ
つ

策さ
く

を
実じ

っ

施し

し
た
高た

か

橋は
し

財ざ
い

政せ
い

は
、
む
し
ろ
海か

い

外が
い

で
は
高た

か

く

評ひ
ょ
う

価か

さ
れ
て
い
る
。［
１
，　
Ｐ
１
７
］

　

高た
か

橋は
し

財ざ
い

政せ
い

が
な
ぜ
恐

き
ょ
う

慌こ
う

脱だ
っ

出し
ゅ
つに
効こ

う

果か

を
上あ

げ
た
か
、
を
分わ

か
り
や
す
く
説せ

つ

明め
い

す
る
譬た

と

え
話は

な
しが
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
マ
ネ
ー
」

だ
。
た
と
え
ば
、
政せ

い

府ふ

が
国こ

く

債さ
い

を
日に

ち

銀ぎ
ん

に
売う

っ
て
得え

た
膨ぼ

う

大だ
い

な
一い

ち

万ま
ん

円え
ん

札さ
つ

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
ば
ら
ま
く
。
一い

ち

万ま
ん

円え
ん

札さ
つ

を

拾ひ
ろ
っ
た
人ひ

と

々び
と

は
今い

ま

ま
で
我が

慢ま
ん

し
て
い
た
服ふ

く

を
買か

っ
た
り
、
外が

い

食
し
ょ
く

を
し
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
人ひ

と

々び
と

が
消

し
ょ
う

費ひ

を
増ふ

や
す
と
、
商

し
ょ
う

店て
ん

や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
売う

り
上あ

げ
が
あ
が
り
、
そ
の
中な

か

に
は
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

を
増ふ

や
す

と
こ
ろ
も
出で

て
く
る
。
職し

ょ
く
を
得え

た
人ひ

と

が
ま
た
消

し
ょ
う

費ひ

を
増ふ

や
す
。

こ
う
し
て
１
万ま

ん

円え
ん

を
ば
ら
ま
く
と
、
国く

に

全ぜ
ん

体た
い

で
は
数す

う

万ま
ん

円え
ん

の

消し
ょ
う

費ひ

増ぞ
う

、
す
な
わ
ち
店み

せ

か
ら
見み

れ
ば
所し

ょ

得と
く

増ぞ
う

に
つ
な
が
る
。

こ
の
よ
う
に
市し

中ち
ゅ
うに
出で

回ま
わ

る
お
金か

ね

を
増ふ

や
す
こ
と
で
景け

い

気き

が
良よ

く
な
り
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

が
下さ

が
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
も
し
政せ

い

府ふ

が
こ
の
金き

ん

を
増ぞ

う

税ぜ
い

で
ま
か
な
っ
た
ら
、

そ
れ
だ
け
の
効こ

う

果か

は
出で

な
い
。
税ぜ

い

金き
ん

を
と
る
こ
と
で
民み

ん

間か
ん

の
消

し
ょ
う

費ひ

を
減へ

ら
し
て
し
ま
う
の
で
、そ
の
分ぶ

ん

を
政せ

い

府ふ

が
支し

出し
ゅ
つし
て
も
、

国く
に

全ぜ
ん

体た
い

と
し
て
の
消

し
ょ
う

費ひ

は
増ふ

え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

国こ
く

債さ
い

を
発は

っ

行こ
う

し
て
お
金か

ね

を
ば
ら
ま
く
の
で
は
、
国く

に

の
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
増ふ

や
す
だ
け
だ
、
と
い
う
批ひ

判は
ん

が
あ
る
だ
ろ
う
。
貯ち

ょ

蓄ち
く

を

重お
も

ん
じ
、
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
嫌き

ら

う
日に

本ほ
ん

国こ
く

民み
ん

の
質し

つ

実じ
つ

な
気き

風ふ
う

か
ら
は
、

当と
う

然ぜ
ん

の
反は

ん

応の
う

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
経け

い

済ざ
い

が
成せ

い

長ち
ょ
うす
れ
ば
、
税ぜ

い

収し
ゅ
うは
そ
れ
以い

上じ
ょ
うに
伸の

び
て
、
国こ

く

債さ
い

を
償

し
ょ
う

還か
ん

す
る
余よ

裕ゆ
う

が
生う

ま
れ
て
く
る
。
前ぜ

ん

章し
ょ
うの

例れ
い

で
１
万ま

ん

円え
ん

を
ば
ら
ま
い
た
ら
、
そ
れ
で
店み

せ

が
儲も

う

か
っ
て
、
よ

り
多お

お

く
の
税ぜ

い

金き
ん

を
払は

ら

う
よ
う
に
な
る
。
新あ

ら

た
に
雇や

と

わ
れ
た
人ひ

と

も
消

し
ょ
う

費ひ

税ぜ
い

や
所し

ょ

得と
く

税ぜ
い

を
払は

ら

う
。

　

名め
い

目も
く

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

（
物ぶ

っ

価か

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うを
含ふ

く

め
た
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

）
が
１
％

高た
か

く
な
る
と
、
そ
の
時と

き

々ど
き

の
経け

い

済ざ
い

の
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
よ
っ
て
異こ

と

な
る
が
、

２
０
０
１
年ね

ん

か
ら
２
０
０
９
年ね

ん

の
平へ

い

均き
ん

で
は
３
．
１
３
％
の

税ぜ
い

収し
ゅ
うの
伸の

び
に
な
っ
た
と
推す

い

定て
い

さ
れ
て
い
る
。［
１
，
Ｐ
６
８
］

　

実じ
っ

際さ
い

に
民み

ん

主し
ゅ

党と
う

政せ
い

権け
ん

時じ

代だ
い

の
平へ

い

成せ
い

２
４
（
２
０
１
２
）
年ね

ん

度ど

の
税ぜ

い

収し
ゅ
うは
７
８
．
７
兆

ち
ょ
う

円え
ん

だ
っ
た
が
、
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

の
約や

く

５

年ね
ん

間か
ん

で
２
２
兆

ち
ょ
う

円え
ん

も
増ぞ

う

加か

し
て
、
平へ

い

成せ
い

２
９
（
２
０
１
７
）

年ね
ん

度ど

は
史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
１
０
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

突と
っ

破ぱ

が
見み

込こ

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
功こ

う

績せ
き

に
つ
い
て
も
偏へ

ん

向こ
う

マ
ス
コ
ミ
は
「
報ほ

う

道ど
う

し
な
い
自じ

由ゆ
う

」

を
フ
ル
に
発は

っ

揮き

し
て
い
る
が
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
マ
ネ
ー
が
生う

む
も
う
一ひ

と
つ
の
不ふ

安あ
ん

は
、
そ
の

ば
ら
ま
き
が
狂

き
ょ
う

乱ら
ん

イ
ン
フ
レ
を
起お

こ
さ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
に
関か

ん

し
て
は
高た

か

橋は
し

氏し

は
史し

実じ
つ

で
答こ

た

え
て
い
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
失し

つ

業ぎ
ょ
う
率り

つ

が
高た

か

く
な
る
だ
け
で
、

        

社し
ゃ

会か
い

は
た
ち
ま
ち

        

不ふ

安あ
ん

定て
い

化か

す
る
」

　
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

は
こ
の
日に

ち

銀ぎ
ん

引ひ

き
受う

け
を
し
た
の
で
、
イ
ン
フ
レ

率り
つ

が
１
０
０
％
を
超こ

え
る
よ
う
な
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
が
起お

き

て
狂

き
ょ
う

乱ら
ん

物ぶ
っ

価か

に
国こ

く

民み
ん

が
苦く

る

し
ん
だ
と
言い

わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

果は

た
し
て
そ
う
だ
っ
た
の
か
。

　

当と
う

時じ

の
東と

う

京き
ょ
う

卸お
ろ
し

売う
り

物ぶ
っ

価か

指し

数す
う

に
よ
れ
ば
、
高た

か

橋は
し

是こ
れ

清き
よ

が

日に
ち

銀ぎ
ん

引ひ

き
受う

け
を
す
る
１
９
３
２
年ね

ん

の
イ
ン
フ
レ
率り

つ

は
１
１
．

５
％
、
１
９
３
３
年ね

ん

１
５
．
８
％
、
１
９
３
４
年ね

ん

２
．
０
％
、

１
９
３
５
年ね

ん

２
．
６
％
、
１
９
３
６
年ね

ん

４
．
２
％
と
い
う
よ

う
に
、当と

う

時じ

と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
高た

か

い
イ
ン
フ
レ
率り

つ

で
は
な
か
っ

た
。
ま
し
て
、
悪あ

く

性せ
い

イ
ン
フ
レ
と
は
と
て
も
言い

え
な
い
。

　
こ
う
し
た
事じ

実じ
つ

に
反は

ん

す
る
こ
と
が
、
今い

ま

で
も
政せ

い

治じ

家か

や
マ

ス
コ
ミ
人じ

ん

な
ど
の
少す

く

な
く
な
い
人ひ

と

び
と
に
信し

ん

じ
ら
れ
て
い
る
。

［
１
，　
Ｐ
１
７
］

　

通つ
う

貨か

の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
うが
増ふ

え
れ
ば
物ぶ

っ

価か

が
上あ

が
る
と
い
う
の
は
、

部へ

屋や

の
暖だ

ん

房ぼ
う

を
入い

れ
れ
ば
室し

つ

温お
ん

が
上あ

が
る
の
と
同お

な

じ
、
当と

う

然ぜ
ん

の
現げ

ん

象し
ょ
うで
あ
る
。
だ
か
ら
、
快か

い

適て
き

な
室し

つ

温お
ん

を
保た

も

つ
た
め
に
暖だ

ん

房ぼ
う

の
強

き
ょ
う

弱じ
ゃ
くを
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
、
物ぶ

っ

価か

上じ
ょ
う

昇し
ょ
うを
適て

き

正せ
い

な
範は

ん

囲い

に
収お

さ

め
る
よ
う
通つ

う

貨か

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
うを
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ

ば
良よ

い
。

　

理り

論ろ
ん

的て
き

に
は
２
％
程て

い

度ど

の
イ
ン
フ
レ
下か

で
は
、
ほ
ぼ
３
％
の

完か
ん

全ぜ
ん

雇こ

用よ
う

が
実じ

つ

現げ
ん

す
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
多お

お

く
の
国く

に

は
イ

ン
フ
レ
率り

つ

２
％
を
目め

指ざ

し
て
い
る
。
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

が
イ
ン
フ
レ
目も

く

標ひ
ょ
うを
２
％
と
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

狂
き
ょ
う

乱ら
ん

イ
ン
フ
レ
を
恐お

そ

れ
て
通つ

う

貨か

供き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
うを
増ふ

や
さ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
室し

つ

温お
ん

が
高た

か

く
な
り
す
ぎ
る
こ
と
を
恐お

そ

れ
て
、
暖だ

ん

房ぼ
う

を
い
っ
さ
い
入い

れ
な
い
、
と
い
う
の
と
同お

な

じ
で
あ
る
。
そ
れ

で
冷ひ

え
切き

っ
た
部へ

屋や

で
ガ
タ
ガ
タ
震ふ

る

え
な
が
ら
我が

慢ま
ん

し
て
い
た

の
が
「
失う

し
なわ
れ
た
２
０
年ね

ん

」
で
あ
っ
た
。

　
「
失う

し
な
わ
れ
た
２
０
年ね

ん

」
と
は
、
平へ

い

成せ
い

３
（
１
９
９
１
）
年ね

ん

か
ら
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

が
２
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
っ
て
低て

い

迷め
い

し
た
時じ

期き

を
さ
す
が
、
こ
の
前ぜ

ん

後ご

の
世せ

界か
い

の
中な

か

で
の
日に

本ほ
ん

の
名め

い

目も
く

経け
い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

ラ
ン
キ
ン
グ
は
以い

下か

の
通と

お

り
で
あ
っ
た
。

・
１
９
８
０
年ね

ん

代だ
い

＝
１
３
８
国こ

く

中ち
ゅ
う

下し
た

か
ら
２
８
位い

・
１
９
９
０
年ね

ん

代だ
い

＝
１
５
０
国こ

く

中ち
ゅ
う

最さ
い

下か

位い

・
２
０
０
０
年ね

ん

代だ
い

＝
１
８
８
国こ

く

中ち
ゅ
う

最さ
い

下か

位い

・
２
０
１
０
年ね

ん

代だ
い

＝
１
９
０
国こ

く

中ち
ゅ
う

下し
た

か
ら
１
５
位い

　
「
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

の
場ば

合あ
い

、
も
と
も
と
経け

い

済ざ
い

規き

模ぼ

が
大お

お

き
い
の
で
、

下し
た

か
ら
２
０
位い

く
ら
い
で
あ
れ
ば
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

に
や
っ
て
い
け
る
」
と

高た
か

橋は
し

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。
そ
れ
を
前ぜ

ん

提て
い

と
す
る
と
１
９
８
０
年ね

ん

代だ
い

、
そ
し
て
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

の
登と

う

場じ
ょ
うし
た
２
０
１
０
年ね

ん

代だ
い

は
ま
ず

ま
ず
の
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

だ
が
、
１
９
９
０
年ね

ん

代だ
い

、
２
０
０
０
年ね

ん

代だ
い

は

見み

事ご
と

に
「
世せ

界か
い

最さ
い

下か

位い

」
を
記き

録ろ
く

し
て
い
る
。

　
こ
の
成せ

い

長ち
ょ
う

率り
つ

と
高た

か

い
相そ

う

関か
ん

を
示し

め

し
て
い
る
の
が
マ
ネ
ー
ス

ト
ッ
ク
（
通つ

う

貨か

残ざ
ん

高だ
か

、
金き

ん

融ゆ
う

部ぶ

門も
ん

か
ら
経け

い

済ざ
い

全ぜ
ん

体た
い

に
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うさ

れ
て
い
る
通つ

う

貨か

の
総そ

う

量り
ょ
う）
の
対た

い

前ぜ
ん

年ね
ん

比ひ

で
あ
る
。
１
９
９
０

　
　
　

～
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち

『
日に

本ほ
ん

を
救す

く

う
最さ

い

強き
ょ
うの
経け

い

済ざ
い

論ろ
ん

』
か
ら
～

　
経け

い

済ざ
い

を
成せ

い

長ち
ょ
うさ
せ
る
「
国く

に

良よ

し
」、失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

を
下さ

げ
る
「
民た

み

良よ

し
」、

そ
し
て
教き

ょ
う

育い
く

投と
う

資し

を
通つ

う

じ
た
「
子し

孫そ
ん

良よ

し
」
の
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

。

６
．
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

で

　
　

世せ

界か
い

最さ
い

下か

位い

の

　
　
「
失う

し
な

わ
れ
た
２
０
年ね

ん

」

５
．
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
マ
ネ
ー
で

        

狂き
ょ
う
乱ら

ん

イ
ン
フ
レ
に
な
ら
な
い
か
？

７
．
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

に
２
０
年ね

ん

来ら
い

の

　
　

痛い
た

手で

を
与あ

た

え
た

　
　

日に
ち

銀ぎ
ん

の
失し

っ

敗ぱ
い

年ね
ん

ま
で
は
毎ま

い

年と
し

８
～
１
２
％
伸の

び
て
い
た
の
に
、
９
１
年ね

ん

以い

降こ
う

は
０
～
４
％
に
ス
ト
ン
と
落お

ち
て
い
る
。
高た

か

橋は
し

氏し

は
こ
う
結け

つ

論ろ
ん

づ
け
る
。

　
つ
ま
り
、こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
見み

れ
ば
、世せ

界か
い

最さ
い

低て
い

の
マ
ネ
ー

ス
ト
ッ
ク
増ぞ

う

加か

率り
つ

に
し
た
日に

本ほ
ん

が
世せ

界か
い

最さ
い

低て
い

の
名め

い

目も
く

Ｇ
Ｄ
Ｐ

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

に
な
っ
た
と
い
う
経け

い

済ざ
い

理り

論ろ
ん

的て
き

に
は
き
わ
め
て
当あ

た

り
前ま

え

の
こ
と
が
起お

き
た
だ
け
だ
っ
た
。［
１
，　
Ｐ
５
７
］

　

貨か

幣へ
い

の
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うを
担た

ん

当と
う

す
る
日に

本ほ
ん

銀ぎ
ん

行こ
う

は
な
ぜ
、
こ
ん
な
愚ぐ

行こ
う

を
行

お
こ
な
っ
た
の
か
。
高た

か

橋は
し

氏し

は
そ
の
遠え

ん

因い
ん

を
バ
ブ
ル
崩ほ

う

壊か
い

時じ

の

誤あ
や
ま
っ
た
金き

ん

融ゆ
う

引ひ

き
締し

め
に
求も

と

め
る
。

　

バ
ブ
ル
時じ

期き

に
は
株か

ぶ

式し
き

や
土と

地ち

な
ど
の
資し

産さ
ん

価か

値ち

は
異い

常
じ
ょ
う

に
高こ

う

騰と
う

し
て
社し

ゃ

会か
い

問も
ん

題だ
い

と
な
っ
た
が
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

は
２
～
２
．

７
％
。
イ
ン
フ
レ
は
０
．
５
～
３
．
３
％
と
ま
っ
た
く
問も

ん

題だ
い

な

い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
名め

い

目も
く

経け
い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

率り
つ

も
５
～
８
％
と
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
成せ

い

長ち
ょ
うを
続つ

づ

け
て
い
た
。

　
一い

っ

般ぱ
ん

の
物ぶ

っ

価か

は
上あ

が
ら
な
い
の
に
、
な
ぜ
株か

ぶ

や
土と

地ち

だ
け
が

あ
が
る
の
か
。
そ
の
当と

う

時じ

、
高た

か

橋は
し

氏し

は
大お

お

蔵く
ら

省し
ょ
うに
在ざ

い

籍せ
き

し
て
い

て
、
税ぜ

い

制せ
い

や
証

し
ょ
う

券け
ん

取と
り

引ひ
き

の
抜ぬ

け
穴あ

な

を
利り

用よ
う

し
た
株か

ぶ

や
土と

地ち

転こ
ろ

が
し
の
「
財ざ

い

テ
ク
」
が
主し

ゅ

犯は
ん

だ
と
つ
き
と
め
た
。
そ
の
抜ぬ

け
道み

ち

を
規き

制せ
い

で
塞ふ

さ

ぐ
と
、
資し

産さ
ん

バ
ブ
ル
は
沈ち

ん

静せ
い

化か

し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
同お

な

じ
時と

き

、
日に

ち

銀ぎ
ん

は
資し

産さ
ん

価か

格か
く

の
高こ

う

騰と
う

の
犯は

ん

人に
ん

は
金き

ん

融ゆ
う

緩か
ん

和わ

だ
と
誤ご

解か
い

し
て
、
引ひ

き
締し

め
に
転て

ん

じ
た
。

　
日に

ち

銀ぎ
ん

の
ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
利り

上あ

げ
で
た
た
き
つ
ぶ
さ
れ
た
の

が
、
健け

ん

全ぜ
ん

だ
っ
た
一い

っ

般ぱ
ん

物ぶ
っ

価か

だ
。
以い

降こ
う

、
日に

本ほ
ん

は
深し

ん

刻こ
く

な
デ

フ
レ
が
進す

す

み
、「
失う

し
なわ
れ
た
２
０
年ね

ん

」
を
経け

い

験け
ん

す
る
こ
と
と
な

る
。・
・
・

　
日に

ち

銀ぎ
ん

の
失し

っ

敗ぱ
い

は
、
そ
の
後ご

の
日に

っ

本ぽ
ん

経け
い

済ざ
い

に
と
っ
て
大お

お

き
な

痛い
た

手で

と
な
っ
て
き
た
。
バ
ブ
ル
崩ほ

う

壊か
い

の
損そ

ん

失し
つ

を
大お

お

き
く
し
た
だ

け
で
な
く
、
バ
ブ
ル
対た

い

策さ
く

は
正た

だ

し
か
っ
た
と
言い

い
張は

り
、
そ
の

後ご

の
金き

ん

融ゆ
う

引ひ

き
締し

め
を
す
べ
て
正せ

い

当と
う

化か

し
つ
づ
け
た
か
ら
だ
。

［
１
，　
Ｐ
５
２
］

　

日に
ち

銀ぎ
ん

の
誤

あ
や
ま

っ
た
政せ

い

策さ
く

が
「
失う

し
な
わ
れ
た
２
０
年ね

ん

」
を
生う

み
出だ

し
た
と
い
う
批ひ

判は
ん

は
、
高た

か

橋は
し

氏し

に
限か

ぎ

ら
ず
、
海か

い

外が
い

の
一い

ち

流り
ゅ
う

経け
い

済ざ
い

学が
く

者し
ゃ

か
ら
も
、
な
さ
れ
て
い
る
。［
Ｂ
］　

そ
し
て
、
こ
の

２
０
年ね

ん

来ら
い

続つ
づ

い
て
き
た
金き

ん

融ゆ
う

政せ
い

策さ
く

の
誤あ

や
ま
り
を
よ
う
や
く
正た

だ

し

た
の
が
、
高た

か

橋は
し

氏し

の
主し

ゅ

張ち
ょ
うを
実じ

っ

行こ
う

に
移う

つ

し
た
安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
マ
ネ
ー
と
は
奇き

矯き
ょ
うな
譬た

と

え
話ば

な
し
だ
が
、
実じ

っ

際さ
い

に
は
金き

ん

を
ど
う
ば
ら
ま
く
か
、
に
関か

ん

し
て
も
工く

夫ふ
う

が
あ
る
べ
き

だ
ろ
う
。

　
こ
の
点て

ん

で
、
高た

か

橋は
し

氏し

が
提て

い

案あ
ん

し
て
い
る
一ひ

と
つ
の
手し

ゅ

段だ
ん

が
教

き
ょ
う

育い
く

国こ
く

債さ
い

の
発は

っ

行こ
う

で
あ
る
。『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
「
教

き
ょ
う

育い
く

経け
い

済ざ
い

学が
く

」
の
研け

ん

究き
ゅ
う

成せ
い

果か

で
も
、
教

き
ょ
う

育い
く

投と
う

（３） ２０１７年第４８８２号 	１１月	１８日	（土曜日）

資し

は
も
っ
と
も
経け

い

済ざ
い

的て
き

効こ
う

果か

の
高た

か

い
投と

う

資し

で
あ
る
。
そ
し

て
教

き
ょ
う

育い
く

投と
う

資し

の
成せ

い

果か

は
将

し
ょ
う

来ら
い

の
世せ

代だ
い

が
享

き
ょ
う

受じ
ゅ

す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
費ひ

用よ
う

を
国こ

く

債さ
い

の
形か

た
ちで
将

し
ょ
う

来ら
い

世せ

代だ
い

が
負ふ

担た
ん

す

る
の
は
筋す

じ

が
通と

お
っ
て
い
る
。

　

高た
か

橋は
し

氏し

が
提て

い

案あ
ん

し
、
安あ

倍べ

内な
い

閣か
く

が
実じ

っ

行こ
う

し
つ
つ
あ
る
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

は
、
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
うと
税ぜ

い

収し
ゅ
うを
高た

か

め
る
「
国く

に

良よ

し
」、

失し
つ

業ぎ
ょ
うを
減へ

ら
し
人ひ

と

々び
と

に
そ
の
所と

こ
ろ
を
得え

さ
せ
る
「
民た

み

良よ

し
」

と
と
も
に
、
こ
の
教

き
ょ
う

育い
く

投と
う

資し

を
行お

こ
な
え
ば
「
子し

孫そ
ん

良よ

し
」
に

も
つ
な
が
る
。
ま
さ
に
「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」
経け

い

済ざ
い

で
あ
る
。

　

拙せ
っ

著ち
ょ

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

の
経け

い

営え
い

』
で
は
、

「
売う

り
手て

良よ

し
、
買か

い
手て

良よ

し
、
世せ

間け
ん

良よ

し
」
の
「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
経け

い

営え
い

」
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
経け

い

営え
い

理り

想そ
う

で
あ
る

事こ
と

を
説と

い
た
が
、経け

い

済ざ
い

運う
ん

営え
い

に
お
い
て
は
こ
の「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」

経け
い

済ざ
い

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

の
と
る
べ
き
経け

い

済ざ
い

政せ
い

策さ
く

だ
ろ
う
。

（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
高た

か

橋は
し

洋よ
う

一い
ち
『
日に

本ほ
ん

を
救す

く

う
最さ

い

強き
ょ
うの
経け

い

済ざ
い

論ろ
ん

』
扶ふ

桑そ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
２
９

２
．
総そ

う

務む

省し
ょ
う

統と
う

計け
い

局き
ょ
く「
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

調ち
ょ
う

査さ　

長
ち
ょ
う

期き

時じ

系け
い

列れ
つ

デ
ー
タ
」

３
．　

Ｔ
－
Ｐ
Ｅ
Ｃ
「
自じ

殺さ
つ

者し
ゃ

数か
ず

の
統と

う

計け
い

」

４
．　

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

８
．「
三さ

ん

方ぽ
う

良よ

し
」
の
経け

い

済ざ
い

学が
く

Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
．　

＂
世せ

界か
い

恐
き
ょ
う

慌こ
う

．
＂　

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｄ
Ｉ
Ａ
．　

Ｗ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｐ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
，　

７　

Ｓ
Ｅ

Ｐ
．　

２
０
１
７
．　

Ｗ

Ｅ
Ｂ
．　

７　

Ｓ
Ｅ
Ｐ
．　

２
０
１
７
．

５
．
産さ

ん

経け
い

新し
ん

聞ぶ
ん

、
Ｈ
２
９
．

１
．
７
「
国く

に

・
地ち

方ほ
う

税ぜ
い

収
し
ゅ
う

が
初し

ょ

の
１
０
０
兆

ち
ょ
う

円え
ん

突と
っ

破ぱ

へ　

２
９
年ね

ん

度ど

見み

込こ

み
、
第だ

い

２

次じ

安あ

倍べ

政せ
い

権け
ん

で
２
２
兆

ち
ょ
う

円え
ん

増ぞ
う

」

４
．
経け

い

済ざ
い

成せ
い

長ち
ょ
う

に
よ
る
税ぜ

い

収し
ゅ
う

増ぞ
う
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Premiê japonês promete ampliar 
capacidade de defesa do país

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Defesa Nacional (17/11/2017)

Em seu primeiro discur-
so no Parlamento desde 
que foi reeleito primeiro-
ministro do Japão, Shinzo 
Abe disse que irá aumen-
tar a capacidade de defe-
sa do país em resposta à 
crescente ameaça da Co-
reia do Norte.
Abe apresentou suas polí-
ticas gerais na sessão ple-
nária de sexta-feira.
Nas palavras do premiê, 
“após a eleição da Câ-
mara Baixa no mês pas-

sado, fui escolhido pelos 
membros do Parlamento 
para continuar a cumprir 
os importantes deveres 
do cargo de primeiro-mi-
nistro. Os resultados da 
eleição mostram a vonta-
de da população de que o 
governo continue imple-
mentado suas políticas 
através de uma base polí-
tica estável”.
Em referência à Coreia 
do Norte, Abe disse que a 
insegurança em volta do 

Japão está nos níveis mais 
graves desde o fim da Se-
gunda Guerra Mundial.
Ele disse que junto da co-
munidade internacional, 
irá aumentar a pressão so-
bre Pyongyang para aju-
dar a resolver a questão 
de seu desenvolvimento 
nuclear e de mísseis bem 
como do sequestro de ja-
poneses nos anos 70 e 80.
Ainda nas palavras do pre-
miê “conforme as provo-
cações da Coreia do Norte 

aumentam, irei tomar me-
didas concretas sob a for-
te aliança nipo-americana 
em preparação para todas 
as situações possíveis”.
Abe disse também que 
acredita firmemente que 
debates sobre a reforma 
constitucional terão con-
tinuidade conforme os 
membros do Parlamento 
tentam resolver questões 
difíceis.

Comentário — Renegociações do Nafta 
e impacto sobre empresas japonesas

Comentário (16/11/2017)

Neste Comentário, Ta-
mako Nishikawa, econo-
mista sênior do Instituto 
de Pesquisa Mizuho, fala 
sobre renegociações do 
Acordo de Livre-Comér-
cio da América do Norte 
(Nafta) e o provável im-
pacto sobre empresas ja-
ponesas.
“Em anos recentes, vêm 
crescendo os investimen-
tos estrangeiros no Mé-
xico, país integrante do 
Nafta. Nos últimos cinco 
anos, mais que duplicou 
a quantidade de empresas 
japonesas no país — o 
total superou mil no ano 
passado. Muitas delas são 
fabricantes de autopeças. 
O México é importante 
para elas, que, utilizando 
as suas bases no país, ex-
portam para outras nações 
da América do Norte.
São três os principais be-
nefícios da atuação de em-
presas japonesas no Mé-
xico. Geograficamente, o 
país faz fronteira com os 
Estados Unidos; dispõe de 
mão de obra barata; e tem 

mais de 40 parceiros de 
livre-comércio em várias 
partes do mundo, incluin-
do outros participantes do 
Nafta.
Em consequência das tra-
tativas para renegociar o 
acordo, os Estados Unidos 
poderão se retirar do Naf-
ta ou poderá ser elevado o 
limite aplicado à isenção 
tarifária. Haverá, então, 
dificuldades para exporta-
ções de veículos isentas de 
tarifas para outros países 
da América do Norte por 
empresas japonesas. Nes-
se caso, as fabricantes te-
rão de refazer a sua cadeia 
de fornecedores ou reali-
zar outras mudanças em 
sua estratégia de negócios.
No setor automotivo e em 
áreas relacionadas, a tarifa 
aduaneira de 2,5% que os 
Estados Unidos impõem 
normalmente sobre carros 
de passeio é relativamente 
baixa. Hoje nenhuma ta-
rifa se aplica a carros no 
âmbito do Nafta. O peso 
mexicano desvalorizou-
se em cerca de 8% desde 

Trump deverá anunciar 
se inclui novamente 
Coreia do Norte na lista de 
países que patrocinam o 
terrorismo

Coreia do Norte (17/11/2017)

O presidente dos Estados 
Unidos, Donald Trump, 
deverá decidir em breve se 
colocará novamente a Co-
reia do Norte na lista dos 
países que patrocinam o 
terrorismo.
Sarah Sanders, porta-voz 
da Casa Branca, disse, na 
quinta-feira, que o presi-
dente vai anunciar sua de-
cisão ainda na semana que 
vem.
A Coreia do Norte foi in-
cluída, em 1988, na lista 
norte-americana de países 
que patrocinam o terroris-
mo, contudo foi removida 
em 2008 durante a admi-
nistração de George W. 
Bush.
O governo de Trump se 
encontra sob pressão do 
Congresso para colocar 

novamente a Coreia 
do Norte na lista negra, 
após o assassinato de 
Kim Jong Nan, meio 
irmão do líder norte-
coreano Kim Jong Un, 
ocorrido na Malásia, no 
mês de fevereiro passa-
do.

meados de agosto, quan-
do começaram as renego-
ciações do Acordo de Li-
vre-Comércio da América 
do Norte. Mesmo que se 
passe a cobrar uma tarifa 
de 2,5% em consequên-
cia das tratativas, as fabri-
cantes japonesas poderão 
compensar o custo extra.
Ainda que incluam os cus-
tos de uma drástica mo-
dificação da sua cadeia 
de fornecedores, algumas 
empresas japonesas po-
derão decidir pela conti-
nuidade das exportações 
a partir do México. No 
entanto, a tarifa imposta 
sobre caminhonetes é de 
25%, o que viria a reduzir 
de maneira significativa a 
sua competitividade nas 
exportações. Assim, algu-
mas empresas poderão de-
cidir pela transferência das 
suas bases de produção 
para os Estados Unidos.
Originalmente o propósi-
to de acordos de livre-co-
mércio é tornar estável o 
ambiente de investimentos 
para promover trocas co-

merciais e investimentos. 
Os Estados Unidos exi-
gem que o Nafta seja re-
novado de cinco em cinco 
anos. Essa renovação fa-
ria, porém, aumentar a in-
certeza de investimentos e 
prejudicaria a estabilidade 
das cadeias de fornecedo-
res.
Opuseram-se a essas exi-
gências não apenas firmas 
do Japão que atuam no 
México, como também 
empresas americanas. 
Não se sabe até que ponto 
o governo do presidente 
Donald Trump aceita-
rá opiniões do mundo 
empresarial dos Estados 
Unidos e de que modo o 
chefe de governo vai lidar 
com o seu compromisso 
de campanha: aumentar a 
produção nacional e o em-
prego no país. Na melhor 
das hipóteses, o governo 
americano virá a ceder e 
alterar a sua atitude rígi-
da.”

Grande campeão Hakuho fala sobre 
incidente envolvendo lutadores de sumô

Sumô (16/11/2017)

O grande campeão 
de sumô, o yokozuna 
Hakuho, fez um pedido de 
desculpas por causa dos 
atos de violência cometi-
dos pelo igualmente gran-
de campeão Harumafuji 
contra o lutador da base 
Takanoiwa.
Hakuho e outro yokozuna, 
Kakuryu, estavam entre 
os lutadores oriundos da 
Mongólia que participa-
vam de uma confraterni-
zação regada a bebidas 
alcoólicas na noite do dia 
25 de outubro, quando 
ocorreu o incidente.
Em conversa com re-
pórteres, na quinta-feira, 
Hakuho declarou que Ha-
rumafuji partiu para a vio-
lência contra Takanoiwa 
- algo que ele não deveria 

ter feito. Segundo o gran-
de campeão, Harumafuji 
não atingiu a vítima com 
uma garrafa de cerveja, 
conforme foi veiculado 
pela imprensa.
Pessoas familiarizadas 
com o incidente disse-
ram que o agressor estava 
bêbado e advertiu Taka-
noiwa sobre seu compor-
tamento perante lutadores 
mais velhos. A vítima 
continuou a mexer em seu 
smartphone, o que acabou 
enfurecendo Harumafuji.
Devido aos ferimentos, 
Takanoiwa está fora do 
torneio com duração de 
15 dias ora sendo realiza-
do em Fukuoka, no oeste 
do Japão. De acordo com 
um relatório médico, o 

lutador sofreu ferimentos, 
inclusive fratura craniana, 
que requerem duas sema-
nas de tratamento.

Harumafuji também está 
fora do torneio desde ter-
ça-feira.
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拠よ

り
所

ど
こ
ろ

〃
と
な
っ
て
お
り
、
敷し

き

地ち

内な
い

に
は
慰い

霊れ
い

碑ひ

と
茨

い
ば
ら

木き

日に
っ

水す
い

資し

料り
ょ
う

館か
ん

を
有ゆ

う

す
る
。
今こ

年と
し

は

グ
ア
イ
サ
ラ
市し

に
お
け
る
移い

転て
ん

前ま
え

の
同ど

う

寺じ

創そ
う

建け
ん

か
ら
８
０

年ね
ん

を
数か

ぞ

え
、
講こ

う

有ゆ
う

ら
一い

っ

行こ
う

を

迎む
か

え
て
祝い

わ

い
の
席せ

き

と
な
っ
た
。

　

最さ
い

終し
ゅ
う

日び

と
な
っ
た
６
日か

に

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

第だ
い

２
６
世せ

い

講こ
う

有ゆ
う

が
来ら

い

伯は
く

全ぜ
ん

伯ぱ
く

８
カ
寺じ

と
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

聖せ
い

地ち

巡じ
ゅ
ん

教き
ょ
う

翻ほ
ん

訳や
く

班は
ん

も
設せ

つ

立り
つ

さ
れ
、
お
よ

そ
２
０
年ね

ん

係か
か

り
の
翻ほ

ん

訳や
く

作さ

業ぎ
ょ
う

と
な
っ
た
。
コ
レ
イ
ア
教

き
ょ
う

伯は
く

は
「
非ひ

常じ
ょ
うに
完か

ん

成せ
い

度ど

が
高た

か

い

も
の
が
出で

来き

上あ

が
っ
た
」
と

頷う
な
ずき
、
当と

う

地ち

に
お
け
る
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
うの
布ふ

教き
ょ
うへ
の
貢こ

う

献け
ん

が

期き

待た
い

さ
れ
る
。
序じ

ょ

文ぶ
ん

に
は
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

第だ
い

２
６
世せ

い

講こ
う

有ゆ
う

高た
か

須す

日に
ち

良り
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

、
跋ば

つ

文ぶ
ん

に
は
高た

か

崎さ
き

日に
ち

現げ
ん

教き
ょ
う

区く

長ち
ょ
うに
よ
る
寄き

稿こ
う

文ぶ
ん

が
収お

さ

め
ら
れ
、
初し

ょ

版は
ん

２
千せ

ん

冊さ
つ

が
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。

　

本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

開か
い

祖そ

、
日に

っ

扇せ
ん

聖し
ょ
う

人に
ん

（
長な

が

松ま
つ

清せ
い

風ふ
う

）
ご
生せ

い

誕た
ん

か
ら
２
０
０
年ね

ん

―
―
。
日に

本ほ
ん

か
ら
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

第だ
い

２
６
世せ

い

講こ
う

有ゆ
う

高た
か

須す

日に
ち

良り
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

と
団だ

ん

参さ
ん

者し
ゃ

１
７
人に

ん

が
先せ

ん

月げ
つ

２
７
日に

ち

か
ら
今こ

ん

月げ
つ

７
日か

に
か
け
て
慶き

ょ
う
さ
ん
ほ
う
よ
う

讃
法
要
に
訪ほ

う

伯は
く

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う（
高た

か

崎さ
き

日に
ち

現げ
ん

教き
ょ
う

区く

長ち
ょ
う）
の
８
カ
寺じ

と
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

聖せ
い

地ち

を
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うし
た
。
１
０
日か

間か
ん

で
そ
の
道ど

う

程て
い

は
お
よ
そ
３
千ぜ

ん

キ
ロ
に
も
お
よ
ん
だ
。
中

ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

及お
よ

び
リ
ン
ス
大た

い

宣せ
ん

寺じ

以い

外が
い

の
殆ほ

と
ん

ど
の
寺じ

院い
ん

に
と
っ
て
は
、
お
よ
そ
４
０

年ね
ん

振ぶ

り
と
な
る
講こ

う

有ゆ
う

の
参さ

ん

詣け
い

と
あ
っ
て
、
各か

く

地ち

で
盛せ

い

大だ
い

な
歓か

ん

迎げ
い

を
受う

け
た
。

三ざ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

巡
じ
ゅ
ん

教き
ょ
う
を
終お

え
て
、
講こ

う

有ゆ
う

は

「
伯は

っ

国こ
く

へ
来き

て
、
５
０
年ね

ん

前ま
え

の

日に

本ほ
ん

の
信し

ん

心じ
ん

を
感か

ん

じ
る
こ
と
が

出で

来き

た
」
と
振ふ

り

返か
え

り
、「
皆み

な

様さ
ま

が
更さ

ら

に
努ど

力り
ょ
くす
れ
ば
、必か

な
ら

ず
本ほ

ん

 

タ
ピ
ラ
イ
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

聖せ
い

地ち

を
訪ほ

う

問も
ん

植う
え

田だ

日に
ち

事じ

上し
ょ
う

人に
ん

が
法ほ

う

要よ
う

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

を
当と

う

地ち

に
伝つ

た

え
た
茨

い
ば
ら

木き

日に
っ

水す
い

上し
ょ
う

人に
ん

の
悲ひ

願が
ん

で
、
寺て

ら

や
福ふ

く

祉し

・
教

き
ょ
う

育い
く

施し

設せ
つ

を
併へ

い

設せ
つ

す
る
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

聖せ
い

地ち

の
建け

ん

設せ
つ

を
目め

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
うが
盛さ

か

ん
に
な
る
こ
と

は
間ま

違ち
が

い
な
い
。こ
れ
か
ら
も

精し
ょ
う

進じ
ん

し
て
欲ほ

し
い
」
と
説と

い
た
。

　

高た
か

崎さ
き

日に
ち

現げ
ん

教き
ょ
う

区く

長ち
ょ
うは
「
３

年ね
ん

後ご

に
は
、
伯は

く

仏ぶ
っ

教き
ょ
う

初し
ょ

祖そ

、

茨い
ば
ら

木き

日に
っ

水す
い

上し
ょ
う

人に
ん

の
没ぼ

つ

５
０

年ね
ん

を
迎む

か

え
る
。
そ
れ
に
向む

け

て
、
全ぜ

ん

国こ
く

各か
く

地ち

に
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立
り
ゅ
う

宗し
ゅ
うが
伝で

ん

播ぱ

す
る
よ
う
努ど

力り
ょ
くを

続つ
づ

け
て
い
き
た
い
」と
語か

た

っ
た
。

指ざ

し
、
そ
の
嚆こ

う

矢し

と
し
て
１
５

年ね
ん

に
宝ほ

う

塔と
う

が
建こ

ん

立り
ゅ
う

さ
れ
た
。

　

そ
の
中

ち
ゅ
う

央お
う

に
は
、
戦せ

ん

後ご

７
０
年ね

ん

を
記き

念ね
ん

し
た
広ひ

ろ

島し
ま

市し

と
国こ

く

際さ
い

連れ
ん

合ご
う

公こ
う

認に
ん

の
「
平へ

い

和わ

の
鐘か

ね

」
を
抱い

だ

く
。

　

原げ
ん

爆ば
く

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
偲し

の

び
、
原げ

ん

爆ば
く

投と
う

下か

時じ

間か
ん

に
合あ

わ
せ
て
８

『
日に

ち

ポ・佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

御ご

教き
ょ
う

歌か

要よ
う

集し
ゅ
う

』発は
っ

刊か
ん

２
０
年ね

ん

が
か
り
で
翻ほ

ん

訳や
く

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

目め

が
講こ

う

有ゆ
う

に
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

　

御ご
き
ょ
う教
歌か

要よ
う

集し
ゅ
う

は
、
法ほ

っ

華け

経き
ょ
うを
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
し
た
佛ぶ

っ

教き
ょ
う

和わ

歌か

集し
ゅ
うで
１
７
７
２
首し

ゅ

を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

。

日に

本ほ
ん

語ご

、
ロ
ー
マ
字じ

ル
ビ
、

四よ
ん

行ぎ
ょ
うの
詩し

文ぶ
ん

形け
い

式し
き

で
訳や

く

文ぶ
ん

が

つ
け
ら
れ
、
韻い

ん

や
音お

と

を
踏ふ

ま

え
つ
つ
、
含が

ん

意い

が
削そ

が
れ
な

い
よ
う
逐ち

く

語ご

訳や
く

式し
き

に
則そ

く

し
て

翻ほ
ん

訳や
く

さ
れ
た
。

　

刊か
ん

行こ
う

に
あ
た
っ
て
は
、

　

２
８
日に

ち

、
最さ

い

初し
ょ

に
訪ほ

う

問も
ん

し

た
モ
ジ
隆

り
ゅ
う

昌し
ょ
う

寺じ

で
は
、
講こ

う

有ゆ
う

ら
一い

っ

行こ
う

の
歓か

ん

迎げ
い

式し
き

が
執と

り
行

お
こ
な

わ
れ
、
お
よ
そ
６
０
０
人に

ん

の

信し
ん

者じ
ゃ

が
参さ

ん

集し
ゅ
う。
式し

き

典て
ん

に
際さ

い

し
て
は
、
日に

っ

扇せ
ん

聖し
ょ
う

人に
ん

ご
生せ

い

誕た
ん

２
０
０
年ね

ん

記き

念ね
ん

事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し
て
『
日に

ち

ポ
・
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

御ご

教き
ょ
う

歌か

要よ
う

集し
ゅ
う

』（
コ
レ
イ
ア
教

き
ょ
う

伯は
く

・

佐さ

藤と
う

雅ま
さ

江え

共き
ょ
う

編へ
ん

）
の
発は

っ

刊か
ん

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
、
記き

念ね
ん

す
べ
き
一い

っ

冊さ
つ

　

１
０
月が

つ

２
９
日に

ち

、
中

ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

で
は
、
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ

の
お
会え

式し
き

が
奉ほ

う

修し
ゅ
うさ

れ

た
後あ

と

、
昨さ

く

年ね
ん

末ま
つ

に
交こ

う

通つ
う

事じ

故こ

で
悲ひ

劇げ
き

的て
き

な
死し

を
遂と

げ
た
故こ

フ
ェ
レ
イ
ラ
伯は

く

是ぜ

（
４
０
）、

故こ

モ
ラ
イ
ス
教

き
ょ
う

竜り
ゅ
う（
３
５
）、

故こ

オ
リ
ベ
イ
ラ
教

き
ょ
う

正せ
い（
４
４
）

の
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く

３
人に

ん

の
一い

っ

周し
ゅ
う

忌き

法ほ
う

要よ
う

が
し
め
や
か
に
執と

り
行お

こ
な

わ

れ
た
。

　

そ
の
後ご

、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う

ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
出し

ゅ
っ
し
ん身
で
二は

十た

歳ち

を

迎む
か

え
た
カ
マ
ル
ゴ
妙

み
ょ
う

清せ
い

師し

の
得と

く

度ど

式し
き

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
本ほ

ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う
で
は
、

女じ
ょ
せ
い
き
ょ
う
む

性
教
務
と
し
て
４
人に

ん

目め

。

　

事じ

故こ

死し

し
た
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
本ほ

ん

法ぽ
う

寺じ

の

故こ

フ
ェ
レ
イ
ラ
伯は

く

是ぜ

住じ
ゅ
う

職
し
ょ
く

の
棺ひ

つ
ぎ

が
本ほ

ん

堂ど
う

に
納お

さ

め
ら
れ
る

際さ
い

、
御ご

だ
い
も
く
題
目
を
唱と

な

え
る
妙

み
ょ
う

清せ
い

月が
つ

５
日か

に
行

お
こ
な

って
き
た
「
平へ

い

和わ

パ
レ
ー
ド
」
は
３
回か

い

目め

を
数か

ぞ

え
、

今こ

年と
し

は
約や

く

６
０
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

。

　

当と
う

日じ
つ

に
は
、
植う

え

田だ

日に
ち

事じ

上し
ょ
う

人に
ん

の
法ほ

う

要よ
う

の
後あ

と

、
同ど

う

パ

レ
ー
ド
が
同ど

う

市し

の
公こ

う

式し
き

行
ぎ
ょ
う

事じ

と
し
て
制せ

い

定て
い

さ
れ
た
こ
と

が
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ
た
。

師し

を
横よ

こ

切ぎ

っ
た
そ
の
刹せ

つ

那な

、

尼に

僧そ
う

と
な
る
決け

つ

意い

を
固か

た

め
た

と
い
う
。

　

若わ
か

手て

幹か
ん

部ぶ

を
一い

ち

度ど

に
三さ

ん

人に
ん

も
失う

し
な

う
と
い
う
大お

お

き
な
失し

つ

意い

の
な
か
、
亡な

く
な
っ
た
住

じ
ゅ
う

職し
ょ
く３

人に
ん

の
供く

養よ
う

の
た
め
に
精

し
ょ
う

進じ
ん

す
る
後こ

う

続ぞ
く

者し
ゃ

が
後あ

と

を
断た

た

ず
。
中

ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

の

吉よ
し

川か
わ

妙み
ょ
う

養よ
う

師し

も
こ
の
一ひ

と

年と
せ

の
う
ち
に
女じ

ょ
せ
い
き
ょ
う
む

性
教
務
と
な
っ

た
う
ち
の
一ひ

と

人り

だ
。

上し
ょ
う

人に
ん

（
茨

い
ば
ら

木き

友と
も

次じ

郎ろ
う

）
と

と
も
に
始は

じ

ま
っ
た
。
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

を
計け

い

画か
く

し
た
皇こ

う

国こ
く

植し
ょ
く

民み
ん

会か
い

社し
ゃ

社し
ゃ

長ち
ょ
うの
水み

ず

野の

龍り
ょ
うが
信し

ん

者じ
ゃ

だ
っ
た
同ど

う

宗し
ゅ
う

清せ
い

雄お
う

寺じ

の
日に

っ

教
き
ょ
う

上し
ょ
う

人に
ん

を
通つ

う

じ
て
、
茨

い
ば
ら

城き

日に
っ

水す
い

上し
ょ
う

人に
ん

が
渡と

伯は
く

し
た
。

　

ズ
モ
ン
耕こ

う

地ち

か
ら
各か

く

地ち

を

経へ

て
、
３
６
年ね

ん

に
聖せ

い

州し
ゅ
う
グ
ア

イ
サ
ラ
市し

（
ウ
ニ
オ
ン
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

）
に
最さ

い

初し
ょ

の
寺じ

院い
ん

と
な
る

大た
い

宣せ
ん

寺じ

を
創そ

う

建け
ん

し
、
５
１

年ね
ん

に
リ
ン
ス
へ
移い

転て
ん

。
現げ

ん

在ざ
い

で
は
聖せ

い

、
パ
ラ
ナ
、
リ
オ
州

し
ゅ
う

に
１
１
カ
寺じ

、
お
よ
そ
１
万ま

ん

人に
ん

の
信し

ん

者じ
ゃ

を
抱か

か

え
る
ま
で
に

な
っ
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
全ぜ

ん

国こ
く

１
１
カ
寺じ

の
う
ち
、
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー

ゼ
ス
隆

り
ゅ
う

昌し
ょ
う

寺じ

、
タ
ウ
バ
テ
仏ぶ

つ

立り
ゅ
う

寺じ

、
中

ち
ゅ
う

央お
う

寺じ

院い
ん

日に
っ

教き
ょ
う

寺じ

、

ク
リ
チ
バ
如に

ょ

蓮れ
ん

寺じ

、
ロ
ン
ド

リ
ー
ナ
本ほ

ん

法ぽ
う

寺じ

、
サ
ラ
ン
ジ

本ほ
ん

妙み
ょ
う

寺じ

、
プ
レ
ジ
デ
ン
チ
・

プ
ル
デ
ン
チ
日に

っ

扇せ
ん

寺じ

、
リ
ン
ス

大た
い

宣せ
ん

寺じ

の
８
カ
寺じ

と
タ
ピ
ラ

イ
佛ぶ

つ

立り
ゅ
う

聖せ
い

地ち

を
巡

じ
ゅ
ん

教き
ょ
うし
た
。

　

ま
た
、
御ご

き
ょ
う教
歌か

要よ
う

集し
ゅ
う

の

編へ
ん

者じ
ゃ

で
も
あ
る
佐さ

藤と
う

雅ま
さ

江え

日に
っ
き
ょ
う
じ

教
寺
事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
うに
対た

い

し
、

積せ
き

年ね
ん

の
功こ

う

績せ
き

を
称た

た

え
て
講こ

う

有ゆ
う

か
ら
功こ

う

労ろ
う

者し
ゃ

表ひ
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 Arigatougozaimassu. 
 Há mais de 2600 anos, Buda Shakamuni 
previu em seus ensinamentos que, no quinto 
quingentésimo ano após o seu ocultamento, 
viveríamos uma era de decadência, a chama-
da Era Mappou. Agora, mais do que nunca, a 
consciência da paz deve ser semeada, cultivada 
e mantida por todos nós através da compaixão, 
mesmo em meio às contradições do mundo.
 No momento em que vivemos, neste 
mundo que nos coloca diante de tantos fatos 
trágicos acontecidos nos últimos tempos, nós, 
budistas, devemos ser diligentes. Quando o 
senso comum se limita a responder atitudes 
negativas com mais atitudes negativas, deve-
mos assumir a posição de inconformismo e 
dar uma resposta audaciosa em prol da paz. 
Somente dessa forma conseguiremos edifi car 
a Terra Pura pregada por Buda. E é isso que a 
oração Sagrada Namumyouhouhoureguekyou 
representa. Sem esta verdade, sem este objeti-
vo de vida, tudo de nada valeria.
 Em prol do Darma, devemos manter o 
espirito de compaixão. Em nossos lares, nos 

Templos, no trabalho, nas redes sociais, onde 
quer que estejamos presentes, devemos ser 
uma boa infl uência para a comunidade. Esta, 
sim, é uma atitude indispensável, revolucio-
nária e primordial.
 O caminho que percorremos há de ser 
longo, mas necessário. Devemos fazê-lo mo-
vidos pela esperança, e com a determinação 
tão forte que não abra margem para nenhuma 
divergência.
 Nesse sentido, esperamos que a vinda do 
26º Sumo Pontífice tenha proporcionado o 
incentivo à lapidação espiritual de todos, para 
que a retidão dos ensinamentos seja mantida.
 Com a volta do 26º Sumo Pontífi ce e cara-
vana com saúde e segurança ao Japão, encer-
ram-se as nossas comemorações do Bicente-
nário de Nascimento do fundador da Honmon 
Butsuryu Shu. Aproveito a oportunidade para 
agradecer os Bispos, sacerdotes, os presidentes 
e diretores dos Templos, à comissão, e a todos 
os fi éis que se dedicaram ao máximo para fa-
zer o melhor para recebê-los.
 Por fi m, rogo para que todos se dediquem 
nas atividades religiosas com muita saúde 
para que, em 2020, possamos celebrar as ho-
menagens de 50º Culto Póstumo do Mestre 
Ibaragui Nissui Shounin, dando continuidade 
em sua nobre missão de expandir o Darma 
Sagrado.
 Arigatougozaimassu.
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